
 

 
 

資料１参考３ 

水道における PFOS 及び PFOA の検出状況等（令和２年度） 

 

 

１．PFOS 及び PFOA の検出状況 

令和 2年度の水道統計から、令和 2年度に水道事業者等が給水栓水で実施した

PFOS 及び PFOA の測定結果の収集及び集計を行った。 

結果を下図に示す。 

注 1）水道事業者等へヒアリングを行い、水道統計結果を一部修正（N.D.超 5 以下に 8 地

点の誤報告を確認。誤報告分は N.D.超 5 以下から減じて N.D.へ加算。）。 

注 2）定量下限値は測定地点によって異なる（1 又は 5ng/L）。  

 

２．目標値超過事業者の対応状況 

PFOS 及び PFOA が水質管理目標値（50ng/L）を超過した 5 つの水道事業者へその後

の対応状況についてヒアリングを行い、5 つ全ての水道事業者において、粒状活性炭

処理の導入、当該水源の使用を停止して他の水道事業者からの受水量を増量する等の

PFOS 及び PFOA の濃度低減策が講じられていることを確認した。 
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・測定地点数：589地点

・目標値(50ng/L)超過地点：5地点

・目標値の50%値超過地点数：17地点

・目標値の10%値超過地点数：86地点


